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貝類を含む軟体動物は昆虫に次いで種

数が多く、海洋で最も繁栄している動物

群である。その種数は10万種以上とも

20万種以上ともいわれ、地球上には非

常に多くの種が知られている。その中に

は人類が日常的に食料として利用するも

のも多く、主要な海洋生物資源のひとつ

となっている。日本では、未記載種も含

めると１万種は存在すると推定されてお

り、そのうち約300種が何らかの形で食

用に利用され、潜在的に利用可能な種は

さらに多い。日本は、世界でも特に多様

な軟体動物を食文化に取り入れてきた国

である。また、日本のほか、中国やベト

ナムでも多くの種が食用として利用され

ており、食用とされる種の数を基準にす

れば、これらの東アジアの国々が世界の

貝類消費の中心地といえる。

二枚貝

貝類のうち、水産業にとって最も重

要な資源は二枚貝である。日本では、ホ

タテガイ、アサリ、カキが最重要種となっ

ている。

ホタテガイ（図１）は経済上の貢献度

が高く、全貝類の中で第一位を占める。

主な産地は北海道、陸奥湾、三陸沿岸で

ある。岩手県や青森県のように浅海域が

狭い海域では「耳吊り」養殖、オホーツ

ク沿岸のように浅海域が広い海域では

「地まき」式による漁獲が行われている。

耳吊り式では、ホタテガイの殻の耳部に

孔を開けてプラスチック製の紐を通し、

それらを垂直方向に配置したロープに固

定して重層的に養殖する。この方法は、

限られた海域で高密度で養殖するのに適

した手法である。一方、地まき式は船か

ら稚貝を放流するのみで、耳吊り式に

比べて手間がかからない。オホーツク海

では、漁場を区分し、１年ごとに異なる

場所に稚貝を撒くことで、成長した個体

を効率的に漁獲できる仕組みとなってい

る。近年、陸奥湾では水温上昇により斃

死が発生しており、気候変動が食料資源

に影響を与える典型的な例といえる。

アサリ（図２）は、学名をRuditapes phil-

ippinarum (Venerupis philippinarum

とされる場合もある) といい、英名は

Manila clamである。あたかもフィリピ

ンに生息しているような名称だが、これ

はタイプ標本の産地取り違えによる誤産

地に由来し、実際にはフィリピンには分
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スクールモバイル展示

図１　ホタテガイ. 北海道小樽. 白い殻(右殻）を下にして生息している.

図２　アサリ. 岩手県陸前高田市. 貝類では最も色彩変異が激しい.
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布していない。生息域は日本の温帯全域

をはじめ、朝鮮半島や中国大陸沿岸の広

範囲に広がっている。アサリは個体に

よって模様の差が非常に大きい珍しい貝

である。模様には地域差が見られ、特に

北海道東部では模様が薄く白い個体が多

い。

カキ類のうち、漁業対象種として最も

多いのはマガキ（真牡蠣）であり、イワ

ガキ（岩牡蠣）がそれに次ぐ。両種は棲

み分けており、マガキが内湾的な環境を

好むのに対して、イワガキは外洋に面し

た環境に生息している。多くの産地では、

マガキもイワガキもロープにつるして養

殖されているが、カゴに入れて養殖する

方法もあり、その場合には固着側である

左殻が丸くなる傾向がみられる。他のカ

キ類では有明海に特産種のスミノエガキ

があり、瀬戸内海の一部ではイタボガキ

も漁獲されている。カキ類に関する最近

の話題としては、ヨーロッパヒラガキ

（図３）が挙げられる。この種は1952年

にオランダから増養殖を目的に移入され

たものの定着には成功せず、絶滅したと

考えられていた。しかし、2023年に岩

手県山田湾で生きた個体が発見され、自

然環境下で生存していたことが確認され

た。10cm以上にもなる大型の貝が見過

ごされていたことは大きな驚きである。

二枚貝類は食用種が多く、温帯性の主

な種としては、アカガイ（赤貝）、イガ

イ（市場名：ムール貝）、タイラギ（市

場名：平貝）、ハマグリ（蛤）、シジミ（蜆）、

トリガイ（鳥貝）、ミルクイ（海松喰、

市場名：海松貝）、ナミガイ（市場名：

白海松）、バカガイ（馬鹿貝、市場名：

青柳）、ウチムラサキ（市場名：大浅蜊）、

ホンビノスガイなどが挙げられる。冷水

域では、ウバガイ（市場名：北海貝）や

サラガイ（市場名：白貝）、奄美以南の

亜熱帯域ではシャコガイ類が珍重され

る。温帯域に属する有明海には特異な生

物相がみられ、アゲマキやウミタケは国

内ではこの海域以外では見られない種で

ある。

巻貝類（腹足類）

巻貝類ではアワビ、サザエ、つぶ貝が

重要な水産資源となっている。アワビは

重量あたりの単価が貝類の中で最も高

く、大型個体は一般消費者にとって非常

に高価である。このため、一般的な鮮魚

店で見かけるアワビは小型のものが多

い。日本産のアワビにはクロアワビ、エ

ゾアワビ、マダカアワビ（図４）、メガ

イアワビの４種がある。このうちエゾア

ワビは北日本に分布するクロアワビの亜

種である。マダカアワビはクロアワビと

は別種であるが、種レベルでは両者は最

も近縁な関係にあり、一部の海域では両

者の交雑が確認されている。メガイアワ

ビはこれら３種の中では遺伝的に最も遠

い関係にある。最適な生息深度も種に

よって異なり、クロアワビおよびエゾア

ワビが最も浅い水深に分布し、マダカア

ワビが最も深く、メガイアワビはその中

間的な水深に生息する。近年、マダカア

ワビはほとんど見られなくなり、幻のア

ワビとされつつある。アワビ類は人工授

精により稚貝を生産することが可能であ

り、種苗生産された稚貝が各地で放流さ

れている。人工飼料で育てた稚貝は殻の

色が青みを帯びるため、天然稚貝と容易

に識別できる。アワビ類は藻類食であり、

磯焼け（海藻の消失）の影響を強く受け

ることが問題となっている。

サザエ（図５）は、壺焼きなどでよく

知られた食材であり、全国的に利用され

ウロボロス Volume 30 Number 2

図３　ヨーロッパヒラガキ. フランス ブルターニュ .

図４　マダカアワビ. 山口県萩市見島. 近年全国的に入手が難しい.
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ている。サザエは北海道南部から九州南

部にかけての温帯域に広く分布し、瀬戸

内海にも生息している。サザエの形態で

興味深い特徴として、殻の棘の有無が挙

げられる。多くの産地では殻に棘がみら

れるが、瀬戸内海では棘が一切なく、別

種の貝のように見える。一般に、太平洋

側の産地（房総、伊豆、三重等）では棘

が長く、九州北西岸から日本海沿岸では

棘は短めで本数が多い傾向がある。場所

によっては棘が非常に短くなり、棘を欠

く個体もみられる。一方、五島、対馬、

壱岐等沖合の島嶼では棘はよく発達す

る。これらの観察から、棘の発達には環

境要因が関与している可能性があると考

えられるが、他の巻貝と比べてサザエの

形態変異が激しい理由は明らかになって

いない。古くからある仮説によれば、波

当たりの強い場所では棘が長くなるとさ

れているが、十分に検証されておらず、

今後の研究が必要である。

アワビ、サザエに次いで重要な資源

がつぶ貝（図６）である。つぶ貝はエ

ゾバイ科に属する多くの種を含む総称

である。代表的なグループには、エゾ

ボラ類（Neptunea属）とエゾバイ類

（Buccinum属）があり、いずれも多数

の種から構成されている。これらのグ

ループには形態変異が多く、種の境界が

曖昧なものもみられる。エゾボラ類では、

エゾボラ（市場名：真つぶ）、ヒメエゾ

ボラ（市場名：青つぶ）、フジイロエゾ

ボラが主要種で、アツエゾボラやチヂミ

エゾボラ等も利用されている。エゾボラ

は北海道を代表する資源のひとつである

が、2021年の赤潮以降、個体数が減少し、

大型個体も見られなくなっている。エゾ

バイ類は日本海でカガバイ、エッチュウ

バイ、オオエッチュウバイ、ツバイなど

が漁獲されており、これらは太平洋側で

は見られない。北海道ではエゾバイ（市

場名：磯つぶ）、オオカラフトバイ（市

場名：灯台つぶ）、アニワバイなどが利

用されている。エゾバイ科の種はいずれ

も肉食性であり、魚などの餌を入れたカ

ゴを用いる「つぶ籠漁」によって漁獲さ

れている。

その他の巻貝類としては、クボガイ類

(市場名：尻高)、ダンベイキサゴ（市場名：

ながらみ）、ヤコウガイ、マガキガイ（市

場名：チャンバラ貝等）、アカニシ、ナ

ガニシ類、バイ、テングニシ等が流通し

ている。ミクリガイ類やミヤコボラなど、

限られた地域で消費される種もあり、そ

れらを含めると巻貝類にも食用とされる

種は多い。

頭足類

イカやタコ（図７）は外見こそ貝類と

大きく異なるが、解剖学的には同じ軟体

動物に分類される。その理由は、歯舌や

櫛鰓など共通の器官を備えていることに

ある。一方で、貝類には見られない特徴

も多い。口の前側にはタコでは８本、

イカでは10本の腕(英語の専門用語でも

armと呼ばれる)があり、その表面には

吸盤が並ぶ。眼が非常に大きく、脳が発

達しており、高度な知能を獲得している。

漏斗から勢いよく水を噴射してジェット

推進で泳ぎ、危険を察知すると漏斗から

墨を吐いて身を守る。食性は肉食で、口

内の鋭い顎板（カラストンビ）で獲物を

噛み砕く。

イカ、タコ類は種数こそ多くないもの

の大型種が多く、個体数が豊富な種では

膨大なバイオマスを形成する。そのため、

海洋における重要な食用資源となってい

る。日本でよく利用されるイカ類には、

スルメイカ、コウイカ、ヤリイカ、ケン

サキイカがあり、価格面ではアオリイカ

が高級品とされる。さらに、シリヤケイ

カ、アカイカ、ホタルイカ等多様なイカ

類が流通しており、熱帯域ではソデイカ

やコブシメが重要な資源となっている。

イカについてよくある疑問の一つに、

「巨大種ダイオウイカは食べられるの

か」というものがある。ダイオウイカ

は腕や頭部を除いた胴体（外套長）だ

けで２ｍにも達し、肉量が多い。しか

し、浮力を得るために塩化アンモニウ

ムを多く含むため、独特の臭気と強い

塩味があり、食用には適さないとされ

る。ただし、お雇い外国人教師であった

Hilgendorfが1880年に記載したダイオ

ウイカ Architeuthis martensii (現在は

図５　サザエ. A, B. 無棘型. 山口県周南市. C. 有棘型. 外房. D. 短

棘型. 秋田県男鹿.

Ouroboros
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Architeuthis duxのシノニムとされる)

はタイプ産地が東京市場である。当時は

これを食べようとした人がいたと考えら

れる。

タコの食用種では、マダコ、ミズダコ、

イイダコが多い。マダコは温帯域で最も

一般的なタコである。イイダコは小型の

タコで、産卵期の雌が持つ卵が米粒のよ

うに見えることから、飯蛸と呼ばれる。

ミズダコは冷水性のタコで、北海道が主

産地である。大型の個体は腕を広げると

２mにも達するため、解体されて販売さ

れることが多い。タコは分類が難しく、

未記載種が存在する可能性も指摘されて

いる。

イカやタコは、国内資源だけでは需要

を賄いきれず、世界各地から輸入されて

いる。加工品の外見だけでは種の判定が

難しいが、DNA鑑定により日本に世界

各地から頭足類が輸入されていることが

確認されている。我々は意識しないまま

世界のイカを消費しているといえる。

日本の食の貝の課題

水産白書等の統計から明らかなよう

に、日本の水産資源は減少傾向が続き、

漁獲量も低迷している。軟体動物も同じ

傾向にあり、スルメイカの減少はサンマ

やサケの不漁と並び、大きな問題となっ

ている。

ホタテガイは海水温上昇による影響が

深刻である。北海道ではそれほど影響は

現れていないが、対馬暖流（津軽暖流）

が強く流れ込むようになった陸奥湾で

は、海水温の上昇により稚貝が大量に死

滅しており、養殖業に甚大な被害が生じ

ている。今後も気候変動が続けば、将来

北海道にも影響が拡大する可能性がある。

アサリは、資源の減少が止まらない。

1983年に16万tあった漁獲量は2020年

以降0.5万tを下回り、回復の兆しは見ら

れない。近年では、場所によってはカゴ

に入れて生育させる垂下養殖が導入され

つつあり、アサリは今後、コストをかけ

て養殖しなければならない種になる可能

性がある。

貝類に関するニュースで最も頻繁に取

り上げられるのは貝毒である。貝毒は貝

が有毒なプランクトンを摂食して毒を蓄

積することによって発生する。かつては

麻痺性貝毒による死者が世界各地で報告

されていたが、現在では水産試験場等に

よって定期的に監視が行われ、危険な状

態になる前に貝の出荷が停止されるた

め、我々は安心して貝を食べることがで

きる。一方、絶対に食べるべきではない

のは、寄生虫を持つ陸淡水貝の生肉であ

る。しかし、日本では陸淡水貝を刺身で

食べる習慣がないため、通常の食生活を

送っていれば、貝を食べて命に関わる事

態になることはまずない。

（
１
本館准教授／動物分類学・古生物学、

２
東洋食品研究所研究員／海洋生態学・

水産科学）

図７　頭足類. A. ケンサキイカ. 長崎県. B. イイダコ. 佐賀県(有明海). 

図６　つぶ貝類. A. ヒメエゾボラ. 北海道. B. フジイロエゾボラ. 北海道. 

C. アツエゾボラ. 北海道. D. カガバイ. 島根県沖.

ウロボロス Volume 30 Number 2
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2002年８月５日、アマゾンの大河、

子供の頃から憧れた緑の大地に立つ（図

１）。とうとうと流れる水の上を、今、

私は筏に乗って向こう岸に渡ろうとして

いる（図２）。ここはペルーのShimaで

ある。アマゾンと言ってもここはその上

流で、自分には大河に見えても正しくは

アマゾンではない。しかし夢が実現した

一時であった。

昔々、なぜか生き物が好きであった。

虫・鳥・魚、その形とか色とか、さらに

行動などに深い関心を持っていた。ある

時、草叢にヤマトシジミが飛んでいた。

それが草の葉に止まって翅を開いたその

時の目に映ったヤマトシジミの翅の青い

色に惹かれた。こんなに美しい生き物が

いることに気づいた。子供がヤマトシジ

ミの美しさを理解できるとは子供らしか

らぬ渋い感覚かも知れない。以来蝶に魅

了されていった。戦後10余年の不便で

貧しく、情報の流通もない福島県の会津

の地での中であった。

その頃、日本の学校では、夏休みの研

究として昆虫採集が推奨されていた。木

箱にセロファンを貼った中に、採集され

たカブトムシとかクワガタムシが入って

陳列され、そこに金紙が貼られていたり

した。私は憧れの目で眺めていた。虫は

採れてもそれを入れる箱とセロファンが

調達できなかった。衣料などの空き箱に

虫を入れただけでは金紙は貼られない。

東京には標本箱という入れ物があるとい

う話を聞く。

小学４年生の時に担任の先生が鱗粉転

写という技術を教えてくれた。私は蝶で

あればこの手法が良さそうに思い、これ

で自分の図鑑を作ってみようか、という

発想もした。ただ技術もあるだろうが、

蝶の翅の鱗粉がきれいに転写されること

はなく、むらができてどうにも満足でき

そうな結果が出なかった。何よりも転写

という手法は蝶の翅の鱗粉の裏側になる

ので、普段見ている蝶の色模様が若干異

なって、異常な光沢ができたり、色が変

わったり消えたりしてしまうのである、

奇麗なミヤマカラスアゲハの鱗粉転写を

作ろうとしたら、あの輝く緑色の斑紋が

出て来ないのである。やはり蝶の姿その

ままに残す整形した標本が良いことに気

づく。

やがて日本の蝶の図鑑なども見られる

ようになり、東京では蝶の同好会の活動

も盛んであるようで、それを羨ましく

思った。書店にはそれらの同好会誌も陳

列され、私はそれを手に入れた。

身近な周りに蝶を楽しむ人的環境が皆

無であった高校生の頃、求めた同好会誌

によると標本の交換希望とか販売などの

案内もあったので、私は条件の合った相

手との情報交換を試みた。高校２年の時、

自宅庭でヤマトシジミの裏面斑紋の異常

型を採集した。それを兼ねてから蝶の異

常型に関心を持っておられた東京の林 

慶さんにお送りした。郵送の方法のする

術も知らないまま、それを三角紙に入れ

た状態で封筒に入れて送ったが、到着し

た時には無残にも壊れていたというお知

らせがあった。それでも林さんはお礼に

ということで、私がこれまで見たことも

採ったこともない珍しい日本の蝶をお送

りしてしてくださった。

このような過程を経て、私の蝶への関

心は次第に広がっていった。そんな折、

蝶を同好とする組織・日本鱗翅学会が大

阪にあり、会誌を発行しているというの

で、新しい情報を得るためにも本会に入

会することにした。会誌「やどりが」第

21号が送付され、それには蝶の情報と

　

蝶の幼生期を追って
手代木　求

図１　とうとうと流れるアマゾン上流． 図２　筏で向こう岸に渡る．筏は水の流れを利用して進む．
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共に文献案内・標本交換・販売なども掲

載されていた。時に1960年、この入会

はその後の私の蝶の世界に大きな扉を開

くことになった。好機を利用し、蝶の大

きな楽しみのコレクションも始まり．そ

の対象を購入という手段で海外へも目を

向けた。同好とする人との手紙による情

報交換も続く。

その中で最も関心を引いたのは、標本

をたくさん収集され、海外の蝶にも経験

や知識の深い、宝塚市にお住まいだった

吉田真日出さんの報文であった。それに

感動し、手紙を差し上げた。以降、吉田

さんとは情報や標本の交換を頻繁に続

け、吉田さんには私の蝶の趣味を大きく

豊かにしていただき、私の大師匠となら

れた。

初めて職に就いた年の夏休みに吉田さ

んのお住まいがあった宝塚市を訪れた。

会津の山間僻地から東京へ、そしてその

年から新幹線が開通したという大阪に昼

夜をかけて乗り継いで宝塚市の地を踏ん

だ。吉田さんとの対面、宿泊のお世話な

ど、私は大きな懐に包まれた思いであっ

た。この時に吉田さんから私の絵画技術

が評価され、そこからの発想で手描きの

カラスアゲハ亜属Achillidesの図鑑を作

ろう、ということになり、次回の再会を

期待した。そのときに日本鱗翅学会の本

部があるという大阪の緒方病院の院長で

蛾を研究されていた緒方正美さんやシジ

ミタテハでは第一人者の川副昭人さんな

ど、蝶界の著名な人たちの紹介をいた

だき、巨匠との出会いに充実感がみな

ぎる。帰りにはセレベスにいるという

Achillides blumeiという見事な蝶の標

本をいただいた。

会津の地で13年の教職経験を経た後、

私は教職の場を東京に進出する機会を得

た。それからはこの東京から山梨・長野・

静岡の山々を足繁く出かけて蝶を追いか

けた。

そんな折に出会ったのは、五十嵐邁さ

んで、私に日本鱗翅学会の編集のお手伝

いをするように勧められた。以後、五十

嵐さんとのお付き合いは私の蝶の楽しみ

に大きな影響を与えてくださり、五十嵐

さんは掛け替えのない人となった。

その頃、五十嵐さんは著書「世界の

アゲハチョウ」の執筆中で、ご自身制

作によるアゲハチョウ科の幼虫や蛹の

細密画を制作中とのことで、その原図

を見せていただいた。それはAchillides 

palinurus で、その見事な描写力に感動

してしばらく見入り、なれば「自分も」

という発想に至った。私は幼虫や植物の

絵を描いて五十嵐さんにお見せし、評価

をいただいた。この細密描写というのは、

私が幼少のころから好きで、小・中学生

時代は絵画が些か得意分野であった。そ

の方針を基に、私は著書「日本産蝶類幼

虫・成虫図鑑」の制作に取り組んでいっ

たのである。

これらの幼生期を図として表現するに

は、目的の蝶の卵や幼虫・蛹の絵または

写真を用意しなくてはならない。古来、

それらの写真を使って制作された図鑑な

どはたくさん存在する。それはそれで著

者の意図するところは表現されている。

私の意図は表現された作品に微細で幼生

期の生物学的な形態（刺毛の形状や数、

棘状突起の形態や位置といった部分も含

めて）を事実に即して正確に表現するこ

とである。このことを意図するように表

現するのは写真では無理なような気がす

る。人の形態の認識は写真ではなく、自

分の認識で作り上げられた「絵」で見て

いるように私は思う。ただしこの表現に

は膨大な時間を必要とする。

この図鑑を制作するに当たって必須な

ことは幼虫の飼育である。もともと私は

飼育が好きだった。魚とか野鳥を採って

はそれを飼っていた。一方でコレクショ

ンを増やしたい、という要望は、飼育に

よって叶えられる。それも破損のない完

全な標本として作り上げられる。飼育に

はそのような特典もある。こうして１作

目「日本産タテハチョウ科」に取り掛かっ

た。そのために私は近隣から佐渡や三宅

の島嶼、そして北は北海道の大雪山から

南は沖縄本島までを歩いた。

２作目の日本のシジミチョウ科の図鑑

制作の時、日本には種の保護上、採集の

禁止されている種があって、オガサワラ

シジミもその１つである。その採取許可

を得るために私は東京都の機関に許可を

申請したが、許可は下りなかった。次に

狙っていたジャノメチョウ科の時も同様

のケースになるだろうと目的達成に絶望

を感じ、一転その対象を海外に置いた。

世界のタテハチョウ科の発展という方針

で進めることにした。タテハチョウ科は、

幼生期形態が分かり易く、何よりも幼虫

や蛹は造形的な魅力のある形態である。

さらに五十嵐さんの「世界のアゲハチョ

ウ」が脳裏にあったのかもしれない。今

にって思えばあまりにも無謀な目標で

あった。

後年、幼生期の形態は分類群ごとに特

図3　成虫と幼虫の分類群ごとの違い．上：Doxocopa linda 

(Peru)，下：Adelpha serpa (Peru)，左：♂成虫，右：幼虫．
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色があり、成虫の見掛け上の類似度とは

異なった生物学的な意義がある。成虫の

形態が似ているように見えても幼生期の

形態が異なれば、その分類群は異なる。

そこに幼生期形態追究の重要な価値があ

ることを自覚した（図３）。

とにかく既存の情報なども参考にしな

がら自分の可能な範囲で取り組むことに

した。その初めは台湾である。1988年

から３年連続でこの地を訪れた。蝶も面

白いが、台湾という地は日本との関わり

が深く、歴史があり、人はその気持ちで

接してくれて台湾が好きになった。

1992年にはマレーシアに行った。す

でに日本から現地ガイドを依頼してあっ

たが、台湾でもそうであったように現地

の人は好意的な態度で接してくれ、兼ね

てより心配したようなことはなく、空港

には笑顔で迎えに来てくれた。マレーシ

アの蝶は凄い。いろいろな種類がいるこ

ともさることながら、たくさんの個体が

いるのである。Taphの町から車で走る

と、「７マイル」とか「12マイル」とか

の呼び名の地があり、アカエリトリバネ

ア ゲ ハTrogonoptera brookiana と い

う大きくて美しいアゲハがたくさん吸水

のために路上に集まっていて有名であ

る。この蝶は昔から標本商のリストに

載っていて高額であった。その蝶が道の

傍らに10頭以上の群れを作り、翅を震

わせながら吸水しているのである。網が

なくても手で採れそうである。そのとき

の手に伝わる振動に蝶の生命を感じ、そ

のまま胸を圧する気にはならなかった。

そんなことであまりこの蝶を採っていな

い。2002年５月の旅行では、この蝶が

川の向こう岸斜面一帯で吸水する大群落

を見た。

1994年にはフィリピンのネグロス島

に行った。予約したガイドの家に宿を

置き、近くを散策して採集した。山手

の方で見事な大きさのイナズマチョウ

Lexias satrapes を採った。目的が幼生

期であったので、この種の幼虫を見つけ

ようと心当たりを探したが、発見はでき

なかった。こうして夏休み休暇を利用し

て、その後はボルネオ、タイ、スラウェ

シを訪れた。

このような活動を通し、同じ幼生期で

活躍されている原田基弘さんには多大の

ご協力をいただいた。原田さんは既に大

学生の時に日本鱗翅学会のエリート会員

と共にネパールに赴いて活躍され、その

頃東北の田舎にいた私には憧れの人で

あった。また私の著書を知ったアメリカ・

カリフォルニア在のKeith Wolfeさんと

は蝶の情報や資料の交換では深いつなが

りができ、私の海外の蝶の幼生期追究は

大きく前進していった。

2002年、私は38年間の教職を後にし、

フリーの身になった。以降、幼生期の解

明と著書の作成に主眼を置いて海外採集

旅行に出かけ、当初の目標は少しずつ展

開されていった。

「さてこれからがアマゾン」と私の兼

ねてからの夢の実現の到来に大きな希望

を抱く。まずは新熱帯区ペルーが兼ねて

からの目的地である。すでに現地ガイド

との連絡は済んでいて、チケットもパス

ポートも取得し準備万端、一人でペルー

まで行けるのか？という心配が残るだけ

だ。こうして８月２日、日本を後にして

ペルーに向かった。成田―シカゴまで約

12時間、さらに乗り換えてマイアミ、

また乗り換えてようやくペルーのリマに

着いた。ここは地球では日本の裏側にあ

る。よく一人でここまで来れたと我なが

らに感心した。その不安を引きずりなが

らも空港内には現地のガイドが迎えに来

ていて「モトムさん」と呼び掛けてくれ、

その瞬間、今までの不安が全身から消え

て行った。

翌日より50日という長い私の夢のア

マゾン日記が綴られて行くのである。

所はペルーの中部にあるSatipo、ここま

ではリマから車でアンデスの最高標高

4,818 mの地点を乗り越えて目的地に着

く（図４）。この標高は富士山よりはる

かに高く、高山病に要注意である。そし

て少し下った辺りに高山蝶が飛ぶ。そこ

図４　アンデス標高4,818 mの地点に立つ． 図５　蝶の吸水集団（Shima）．
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で高山蝶を採るのが蝶屋のコースのよ

うである。私は３度のペルー旅行で、

Satipoの行きのコースでは高山病にはな

らないが、なぜか帰りのコース（リマ行

き）では３度ともこの高山病にかかった。

これまで経験したことのないような苦痛

に襲われた。対策としてコカ茶の飲用が

良いと勧められるが、「コカ」と聞いて

は服用をためらう。Satipoの地域内では

コカの栽培をしている。不思議とこの症

状は低地に下りて来ると何事もなかった

ように解消される。

Satipoではガイドの経営する宿舎に泊

まる。ちょうど日本から同じ目的でここ

に来た二人組と行動を共にした。そして

連日蝶と戯れる生活が続く。まず最初の

コースは、そこから車でインディオの部

落であるGloria Bambaという所に行っ

て、そこの酋長であろうか、その人に挨

拶をし、そこから先への入域許可を得、

賄のために部落の若者を雇い、険しい環

境の中を歩いて目的地のShimaに着く。

ここにはガイドが買い取っただろうか、

蝶採集のための土地が私有地化されてい

るようで、当時は日本の蝶屋にも紹介さ

れていて、割合有名であった。そこで原

始的なキャンプ生活が行なわれる。

Shimaは夢を見るような場所であっ

た。蝶が辺りを飛び交い、その何百と知

れない吸水集団が見られるのである（図

５）。その数の多さに網を振る気が失せ

てしまう。どれでも初めて見るような蝶

ばかりで、選んで採る、ということもま

まならない。２，３日はこの感動の渦の

中にいた。だが、蝶を採るのが私の目

的ではなかった。AgriasもPreponaも

Morpho（図６）も採ってはみたいが、

しかしそれは私の本来のターゲットでは

ない。私にはそれが成虫ではなく幼虫で

あったからである。あろうことか、それ

からの私はこの蝶の舞い飛ぶ場所を後に

して、草木の茂るジャングルの中へ潜り

込んで幼虫探しを日課とした。果たし

てジャングルの中から幼虫を探すのは

「砂の中の針」であった。１週間ほどこ

のキャンプ生活をした後は、再びGliria 

Bambaに戻り、車が待っていてSatipo

に帰った。

この活動で、効率や安全のためにガイ

ドはアシスタントを与えくれた。それが

若者のJose Tapiaという男であった。

ちょうど私の息子と同じ年であったの

で、お互いに親子のような関係で親密に

なっていった。Joseは行動が速く、蝶

に対する感覚も優れていて役に立った。

Joseは毎朝宿舎までバイクで迎えに来

て、私はその後ろに乗り、今日は東・明

日は西、という感じで毎日近くの山々に

幼虫探しに出かけた。まずどこに行って

も容易に幼虫は見つからない。Agrias

などのフタオチョウ類、イチモンジチョ

ウ類、ウラモジタテハ類の幼虫は、葉の

先端にfrass chain（糞鎖）を造る習性

（図７）があるので、それがあれば見つ

け易いのだが・・・。夜は集めてきた幼

虫の世話で結構忙しかった。こうして私

は50日間、ペルーのShimaで、人の情

けと蝶の渦に囲まれて幸せだった。

この旅行の帰国の途中、ロスアンゼル

スで前記のKeith Wolfe さんに初対面

をした。 その後も継続して私たちの親

交は続いた。悲しいことに、彼は2023

年に旅立たれてしまった。ペルー旅行

はその後の2003年と2005年に続く。

2004年にはオーストラリアに、2009

年と2010年にはニューギニア島のイン

ド ネ シ アTimikaに、2006年 と2014・

2015年にはインドネシアのAmbon島・

Seram島に、さらに2016年にはマレー

シアのLangkawi島に出かけた。

対象が「世界」と言ってはおこがまし

いが、その氷山の一角を訪ねては幼虫を

見つけ、成虫を採集した。その期間に発

見した幼生期材料を観察しながら、ある

いは写真に撮って、蝶の幼生期の全形が

わかるような絵画で記録して、私の「世

界のタテハチョウ科図鑑」ができた。い

ずれの分野でも成果は微小である。成虫

標本は東京大学総合研究博物館に収納さ

れることになった。標本データベース作

成でその標本を見る度、一つ一つの個体

に纏わる過去を思い出しては胸が熱くな

る。幼生期が目的故、成虫採集は二次的

な活動だったので成虫標本は極めて少な

い。飼育した個体が比較的多いようで、

これまで誰にも飼育されたことのない種

もあると思われる。

最後に、ここに至るまでに尽力された

矢後勝也博士に感謝の意を表明する。

（本館研究事業協力者／昆虫生態学）

図６　吸水するMorpho rhetenorの♀． 図７　Agrias beatifica幼虫と造ったfrass chain．
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本年度は、2024年度ホームカミング

デイの企画として、総合研究博物館若手

教員と大学院生によるハンズオン展示の

イ ベントを行った（図1-4）。当日は例

年どおりボランティアの方々の協力を得

た。当日の来館者数は1234名と去年の

倍以上の盛況であった。

ハンズオンは、普段触れることができ

ない資料に触れてもらう機会を提供する

展示である。総合研究博物館が学術研究

に重きを置いた博物館であることに留意

し、本館の研究活動において、標本を手

にもって詳細に観察することが重要なプ

ロセスであることを体感していただくこ

とを狙いとした。

展示室入り口付近では、本田陸人（地

球惑星科学専攻修士２年）による「この

石、地球産？宇宙産？」の展示が行われ

た（図５①）。来館者が一番初めに立ち

寄る場所だったが、実物の鉱物資料を用

いたクイズ形式の展示で、多くの来館者

が足を止めていた。コレクションボック

ス付近では、多田誠之郎（総合研究博物

館特任助教）による「化石から知る古生

物のかたち」の展示が行われた（図５②）。

当館が保有するニッポニテスおよびクリ

オロフォサウルスのキャストを用いた展

示で、現生の生き物には見られない特殊

な形態をもつ古生物の魅力について展示

を行った。人類系コレクションの横では、

平野力也（生物科学専攻博士１年）によ

る「骨に残る傷痕」の展示が行われた

（図５③）。縄文時代および鎌倉時代の人

骨に残る暴力行為の痕跡とその解釈につ

いて、自身の研究成果も交えた独自性の

高い展示を行った。3Dプリントデータ

を使用することで繊細な人骨資料を模擬

的に触りながら観察することが可能とな

り、来館者が熱心に観察しながら説明に

　

標本に触れて学ぶハンズオンギャラリー
多田誠之郎

第24回東京大学ホームカミングデイ企画

図１　隕石ブース. 図２　人類学ブース.

図３　動物ブース. 図４　展示ツアー .
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図５　展示配置図.

案内
本館展示
特別展示『奄美　役勝サイト　ほか』

会期：2025年10月27日（月）～ 2026

年４月３日（金）

休館日：土曜・日曜・祝日

開館時間：10：00 ～ 17：00（入場は

16：

30まで）

主催：東京大学総合研究博物館

常設展示『UMUTオープンラボ－太

陽系から人類へ』

会期：2021年11月11日（木）～

休館日：土曜・日曜・祝日

開館時間：10：00 ～ 17：00（入場は

16：30まで）

IMT展示
特別展示『メテオラプソディ ‒ 隕石探査』

会期：2025年11月29日（土）〜 2026

年３月29日（日）

会場：GREY CUBE（フォーラム）

主催：東京大学総合研究博物館

協力：国立極地研究所 宇宙航空研究開

発機構（JAXA）

特別公開『神々の食物との出会い』

会期：2024年４月17日（水）〜
会場：COLONNADE2（ギャラリー２）

主催：東京大学総合研究博物館

特別公開『モース日本陶器抄 – 東京大

学コレクションから』

会期：2023年11月21日（火）〜
会場：MODULE（モデュール）

主催：東京大学総合研究博物館

常設展示『Made in UMUT – 東京大学

コレクション』

会期：2023年６月27日（火）〜
会場：COLONNADE2 COLONNADE3

主催：東京大学総合研究博物館

常設展示『ギメ・ルーム – 驚異の小部屋』

会期：2015年10月02日（金）〜
会場：FIRST SIGHT

主催：東京大学総合研究博物館

IMTイベント
インターメディアテクでは、以下の講演

会を開催いたします。

【第１回】「 隕石が教えてくれること」

2025年12月13日（ 土 ）15：00 – 17：

00（14：50開場）

【第２回】「 宇宙の石を採って来る」

2026年２月７日（土）15：00 – 17：

00（14：50開場）

スクール・モバイルミュージアム
『食の貝』

会期：2025年11月20日（木）〜 2026

年３月31日（火）

開館時間：９：00〜 17：00

休館日：日曜日・祝日

会場：文京区教育センター２階「大学連

携事業室」

主催：東京大学総合研究博物館

共催：文京区教育センター

問い合わせ先：03-5800-2591（文京区

教育センター）

楢葉町×東京大学総合研究博
物館連携ミュージアム
大地とまちのタイムライン

第４回特別企画展

『楢葉誌 — 木戸川をめぐって』

2025年８月５日（火）～終了日未定

休館日： 月曜日、国民の休日、年末年

始

開 館 時 間：9：00 ～ 16：30（ 入 館 は

16:00まで）

会場：楢葉町×東京大学総合研究博物館

連携ミュージアム

　大地とまちのタイムライン　

住所：福島県双葉郡楢葉町北田鐘突堂５

−４

入館料：無料

ニュース
本館展示
　本館では、以下の展示を公開いたしま

した。

・2025年４月24日（木）～ 2025年９

月５日（金）特別展示『FORMOSA — 

異端の植物学者 早田文藏』

・2025年７月27日（日）～８月１日（金）

ミニ展示『東京大学で見つかった田沢湖

産クニマスの標本』

IMT展示
　インターメディアテクでは、以下の展

示を公開いたしました。

・2025年７月12日（土）から2025年

11月９日特別展示『植物顔 – 日本・フィ

リピンの草木花実写真』

・2025年７月19日（土）から2025年

10月19日（日）特別展示『アヴェス・

ヤポニカエ〈11〉 – 鴉は黒いか』

・2025年８月５日（火）から2025年

10月９日（木）ギメ・ルーム音楽会『ブ

ラームス四大交響曲』

耳を傾けている様子が頻繁に見られた。

最後に、「無限の遺体」生物系コレクショ

ン付近では、中川梨花（農学国際専攻博

士１年）、野尻康太（同修士２年）によ

る「骨を触って「見る」、動物がもつ生

存戦略」の展示が行われた（図５④）。

箱の中身にある動物の骨資料を実際に

触ってもらいながら生物が持つ形の多様

性とその機能について来館者に考察を促

すという、工夫を凝らしたアクティブな

展示が展開された。アルマジロの皮骨な

どが準備され、展示の工夫と共に資料の

珍しさに多くの来館者の関心を誘ってい

た。

また、１時間の１回程度（合計５回）、

館内の常設展示を紹介する展示ツアー

が、多田誠之郎、佐々木猛智（総合研究

博物館准教授）、金崎由布子（同助教）

がそれぞれの回を担当する形で行われ

た。各回30名程度の来館者が集まり、

それぞれの専門分野の展示標本について

の説明を興味深く聴講していた。ナウマ

ンやモースの資料などを例に出しながら

総合研究博物館が収蔵するコレクション

の歴史的性質等について説明が行われる

とともに、古生物コレクションのオープ

ンラボを紹介しながら、標本収集や整理

など、通常目に触れない展示以外の博物

館の活動について説明が行われた。

（本館特任助教／古生物学）
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・2025年10月10日（ 金 ） か ら2025年

11月３日（月）ギメ・ルーム音楽会２ 『フ

ランツ・シューベルト(1797-1828)』

スクール・モバイルミュージアム
　文京区教育センターにて、以下の展示

を公開いたしました。

・2025年５月23日（金）～10月25日（土）

『玉蟲−生きた宝石』

楢葉町×東京大学総合研究博
物館連携ミュージアム
　大地とまちのタイムラインでは、以下

の展示を公開いたしました。

・2024年12月21日（土）～ 2025年７

月25日（金）　東京大学コレクション『地

質図展』

学校対象教育実験プログラム
　インターメディアテクでは、学校対象

教育実験プログラム「アカデミック・ア

ドベンチャー」の募集を行っています。

学校行事や授業で当館を訪れる小・中学

生を対象に、大学生ボランティアが「イ

ンターメディエイト」（媒介者）として

一緒に展示物を観察・鑑賞し、自由に対

話する体験を通じて、子どもたちが自ら

の好奇心を拡げ、探求心を深めることの

できる創造的な学術探検の機会を提供い

たします。

募集対象：小・中学校の学校団体（国公

立・私立は問いません）

利用内容：大学生ボランティアが務める

「インターメディエイト」の案内による

対話式展示観覧

利用人数：１団体あたり児童・生徒数４

名から60名程度まで（インターメディ

エイトの参加状況により変わる場合があ

ります）

利用日時：水曜日開館前特別時間枠の約

１時間（実施日は応相談）

入館料・参加費：無料

申込期限：利用希望日の30日前まで

申込みおよび問い合わせ連絡先：050-

5541-8600（ハローダイヤル）

モバイルミュージアム
モバイルミュージアム日比谷図書文化館

会期：2024年11月５日（火）から2025

年11月16日（日）

会場：千代田区立日比谷図書文化館３階

主催：東京大学総合研究博物館

海外モバイル
特別展示『台湾蘭花百姿 – 台北展』

会期：2025年７月８日（火）から2025

年９月７日（日）

会場：国立歴史博物館（台湾）

主催：国立歴史博物館＋東京大学総合研

究博物館

出版
植物顔 – 日本・フィリピンの草木花実

写真

発行：東京大学総合研究博物館 + フィ

リピン国立博物館 + ジャン・マヨ（2025

年７月12日）

本館来館者
　事前に申し込みのあった主な本館来館

者は以下のとおりです（2025年７月１

日～ 2025年９月30日）。

武 蔵 越 生 高 校、TKP250703(高 校

生)、 東 京 学 館 浦 安 高 等 学 校、 東 京

大 学 教 育 学 部 附 属 中 等 教 育 学 校、

Huazhong University of Science and 

Technology、星野学園川越東高校、清

泉女学院高等学校、江戸川女子中学校、

第４水曜日の会、帝京科学大学、社団

法人日本国際教育交流協会、Lin zhu、

Yan lu Zhang‘s team、日中文化交流、

Nichibi group、和歌山県立桐蔭高等学

校、北豊島中学校・高等学校、福岡県立

育徳館高校、聖徳学園中学高等学校、静

岡県立富士高等学校、三重県立伊勢高等

学校、昭和薬科大学附属高校、中国南昌

周周墨品絵アート研修センター、福岡県

立嘉穂高等学校、JTC ー CN18、次世

代人文学開発センター、KIJ語学院東京

校、愛知県立時習館高等学校、山梨県立

日川高等学校、聖心女子学院中等科高等

科理科部、石川県立金沢桜丘高等学校、

兵庫県立北条高等学校、八千代松陰高校

文芸部、栃木県立矢板東高等学校同附属

中学校PTA、さいたま市立浦和中学校、

東京都立江北高等学校、富田林高校（敬

称略）

ボランティアのご協力（本館）
　本館では、2025年７月１日から2025

年９月30日の間、下記20名の方々にボ

ランティアとしてご協力いただきました。

飯田義重、飯干ユミ、梅森佐枝子、金子

清子、神田理子、北澤朋子、越　章夫、

佐藤れい子、添田禮子、竹内輝子、竹下

勝人、兵頭　勝、舩窪英子、古川真由美、

細野　剛、水谷浪子、宮崎眞一、柳清　

勉、山田節子、柚木陽子（敬称略）

インターメディアテクでは、2025年７

月１日から2025年９月30日の間、下記

８名の方々にIMTボランティアとしてご

協力いただきました。

　伊藤萬結、川並仁美、鈴木旭、立山華

乃、長谷川智也、森綾乃、山崎智世、芳

野晴臣（敬称略）

博物館教職員
　2025年８月１日付けで後藤朋美特任

助教が着任しました。2025年９月30日

付けでYANG　QIUYU技術補佐員が退

職しました。

事務部では、2025年９月30日付けで吉

山里佳事務補佐員が退職しました。
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